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(2) 畠山大，熊本博之編「沖縄の脱軍事化と地域的主体性一一復帰後世代の「沖縄JJ西間帯応， 2006 
年。
(3) 畠山大「沖縄経済論の脱軍事化と地域的主体性J(同上書)310-311ペー ジ。
(4) 向上論文， 311ペー ジ。



































す。 H ・H ・これはまあ搾取といっていいんじゃないでしょうか。……田舎に住み続けたいし経済的にも保
障されたいという感情と欲求のために， 日本国民が年収の l割を提供すべきか」としている。芹沢一也，
荻上チキ，飯田泰之，岡田靖，赤木智弘，湯浅誠『経済成長って何で必要なんだろう ?J光文社， 2009 
年， 284ペー ジ。









































































































(10) 稲葉振一郎『増補綴済学という教養』筑摩書房， 2008年， 206， 399ペー ジ。
(11) 三浦展『ファスト底上化する日本郊外化とその病理」洋泉社， 2004年，特に 133-158ペー ジ参照。
(12) 中野剛志『国)Jとは何か一一経済ナショナリズムの理論と政策』講談社， 2011年.17ペー ジ。
(13) iTPP交渉への参加を行なわないよう求める意見書J(2011年10月)北海道議会ウェブサイト
(http://www.gikai.pref.hokkaido.lg.jp/honkaigi/29 honkaigij23-3t/ik巴nan.htm#3)。






































































(17) 詳しくは，畠山前掲論文， 16向 19ペー ジを参照のこと。


























































(N. Gregory Mankiw)のもの (N・グレゴリー・マンキュー「マンキュー経済学I ミクロ編」
足立英之他訳，東洋経済新報社， 2005年)が普及しているようである。同書では，比較優位の




(19) 石水喜夫「日本型雇用の真実」筑摩書房， 2013年， 25ペー ジ。
(20) 音信粛「古典派貿易理論の展開」同文舘出版， 1994年， 63ペー ジ参照。
(21) 大野忠男「経済学史J(荒憲治郎，飯田経夫，大石泰彦，大野忠男『経済学入門」新版，有斐閣， 1990 
年)193-194ペー ジ参照。
(22) 向上書， 194ペー ジ。
(23) N. Gregory Mankiw. 2004. Principles of Economics， Third Edition. South-Western， a division 
of Thomson Learning， Inc. N・グレゴリー・マンキュー『マンキュー経済学Iミクロ編」第2版，
足立英之，石川城太，小川英治，地主敏樹，中馬宏之，柳川隆訳，東洋経済新報社， 2010年)80ペー
ジ。
































(24) 向上書， 80-81ペー ジ。
(25) 川上則道「マルクスに立ちミクロ経済学を知るJ新日本出版社.2013年，特に 153-157ペー ジ参照。
(26) 内山節「内山節のローカリズム原論新しい共同体をデザインするJ農山漁村文化協会， 2012年.170 
ページ。
























位)，県内総生産に占める第2次産業と第3次産業の比率 (2010年度)は(29) 沖縄が 12.4%(全
国46位。ただし， 47位は東京都)と 85.5%(全国 2位。ただし位は東京都)，北海道は
16.3% (全国44位〉と 80%(全国7位)で，共通点がある。若年者(15-24歳)失業率 (2013
年)は(30) 沖縄が 10.2%，北海道が8.9%で，全国平均 (6.9%)と比較し，高水準にある。
よって，前節までに考察したグローカル経済教育の内容や課題は，沖縄という地域においても









































































(37) 同上論文， 4ペー ジ。






(41) 新城和博『ぼくの沖縄〈復帰後〉史」ボーダーインク， 2014年， 187ペー ジ。
(42) 大久保潤『幻想の島沖縄」日本経済新聞出版社， 2009年， 155-158ペー ジ参照。





































(43) 新城前掲書， 175ペー ジ。
(44) 新崎前掲書， 171ペー ジ。
(423 ) グローカル経済教育の挑戦 143 
グローカル経済教育についても，その具体的な制度化のあり方が問われてくる。また，筆者にお
けるグローカル経済教育の構想・構築，実践については，現状において， 日本という国家の内部
に留まっている。
これらの課題に関しては，今後，グローカル経済教育の構想・構築，実践，そして，制度化，
理論化という取り組みを推進・発展させる中で，その都度，到達点を提示し，グローパル経済や
地域経済への問題意識そ同じくする一一研究者，教育者，実務家，市民に対する問題提起そ行い，
連携や協働を呼びかけたL、。
なお，この度， ~明大商学論叢』の「福田邦夫博士古希記念号」に拙稿が収録されることは，
福田邦夫先生の学恩を蒙る身として，この上ない栄誉である。福田先生からは，折に触れ， r半
径5メートルJ(の人間関係)の大切さを教え諭されてきたが，このことは，中東，アフリカの
地域研究を中心にー-r半径6，000キロメートル」の地球大の一一世界経済における問題と格闘
されている先生からの学問的な「宿題」としても受け止めている。
筆者にとって， I半径6メートル」の地域経済と「半経 6，000キロメートル」のグローパル経
済との関係を問い直す一一「グローカル経済教育」の取り組みは，福田先生からの「宿題」への
ささやかな応答である。
